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１ .はじめに 

 河跡湖は重要な地域資源であり多面的機能を有している。しかし，その機能発現には良

好な水質環境の保全が不可欠であることが，水田地帯の広がる石狩川中下流域の河跡湖を

対象とした調査研究によって示されている。一方，北海道には石狩川流域以外にも多くの

河跡湖が存在しているが，その評価は十分ではない。本研究では，水田，畑地，草地の展

開する天塩川流域の河跡湖を対象に，地域資源としての評価をすすめることを目的として，

その利用状況や周辺土地利用，水質環境の実情を検証した。 

２ .方法 

 調査は天塩川本川に沿って存在する 8 つの河跡湖（Fig .1）で行った。各河跡湖の概要

を Table1 に示す。調査期間は 2005 年 4 月～10

月である。採水は，約１ヶ月間隔で，降雨の影響

のないとき（平水時）に実施した。サンプリング

はおおむね 8 回である。また河跡湖の利用状況

や管理状況，土地利用は，管理主体の各市町村や

土地改良区，北海道開発局留萌開発建設部を対象

としたヒアリング調査によって把握した。対象と

した水質項目は N，P，CODCr である。水質分析方

法は JIS に準拠した。 

３ .結果と考察 

(1)河跡湖の水質と土地利用の関係 

 河跡湖の水質と各土地利用率にはいずれの場合

にも明確な関係は認められなかった（Fig .2）。水

質濃度は調査期間中の全データを算術平均した値

!" #$ %" &" '()

* +,- ./01 0*/2 30/1 4./2 5/5 *0/3 5 6 6 6 78#9

. :;- */3< 0=/2 =</= **/1 5/5 *./3 5 6 > 6 ?@A#9

4 BCD- 2/41 .0/4 5/5 .0/4 5/5 =*/= 5 > > 6

3 EFGH </.1 43/4 5/5 .4/. **/* 2</= 12 6 > >

< IJ- 5/1= <4/1 5/5 5/5 <4/1 32/* *.< 6 > 6

2 KLMNOPQ 1/<4 4./* 5/5 5/5 4./* 2=/1 RS > > >

= TUG 5/<1 <</4 5/5 5/5 <</4 33/= 5 6 6 6

0 VW- 4/34 <4/1 5/5 5/5 <4/1 32/* =20 > > >

X#YZ

X#YZ[\]

^_H`
'()
(aA

b#cd
(ef

g#hi
jk(ef

!laA
m#no
pqrs.t

m#n(u"aAvwxy z\W
{|

}~^Q
(ef

*北海道大学大学院農学研究院（R ese a r ch  F acu l t y  o f  Ag r i cu l t u r e ,  H okk ad i o  U n iv e r s i t y）  
**北海道大学大学院農学院（G r ad u a t e  S cho o l  o f  A g r i cu l tu r e ,  H o kk ad io  U n iv e r s i t y）  
キーワード：河跡湖，土地利用，窒素 

 

Fig  1  Lo ca t io n  o f  Ob serv ed   
Oxb o w Lak es 
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である。ばらつきが大きく相関性が低いなかで，農

地率が高いときに多くの項目で低濃度を示す傾向が

みられた。農地率の高いケースはいずれも水田率が

高い。水田率の高いもの（図中の白抜き記号）を除

いてその関係をみると，NO3-N 以外の窒素に関する

水質項目ではおおむね正の相関関係にあることが示

された（Fig.2）。とくに有機態窒素（TON=[T-N] －

[NO3-N＋NO2-N＋NH4-N]）でその傾向が顕著であっ

た。また T-P と CODCr についても同様の傾向が認め

られた。以上の結果から，集水域に水田のない河跡

湖については，有機態成分を含む水質項目は農地率

が高いほど大きくなる傾向を確認した。 

(2)河跡湖水質の季節変動（Fig .3） 

 天塩川河跡湖の水質変動の特徴は，T-N に関して

融雪期に濃度が比較的高い値を示し，夏季には低濃

度状態になることである。また，秋季には再び濃

度が上昇する。しかし，窒素成分の構成に着目す

ると集水域の土地利用によって季節

変動のパターンは異なっていた。と

くに融雪~夏季の変動には顕著な違

いがみられた。水田地帯と畑地帯に

位置する河跡湖（1~4）では，融

雪期~春季の T-N に占める NO3-N

の割合が大きかったが，草地帯の河

跡湖（5~8）では小さく，NH4-N と

同程度であった。一方，TON につい

てみると，草地帯に位置する河跡湖

では，年間を通じて T-N に占める

TON の割合は大きかった。 

 このような水質変動の違いは，水

田における水管理の特異性や畑地帯

における多量の施肥の影響に起因し

ている。さらに，草地帯に位置する河跡湖では，NH4-N や TON の割合が高かったことから，

湖沼内での内部生産や底泥からの溶出など，湖沼内での変化も大きく影響していると推察

された。 

４ .おわりに 

 天塩川河跡湖の水質環境は，水田地帯に位置する河跡湖と，草地帯に位置する河跡湖で

水質形成機構が異なることが明らかになった。また水質の季節変動とその要因を考察した

結果，天塩川河跡湖の水質を保全し，快適に利用するためには，環境用水などの導水や河

跡湖の浚渫を実施することが有効であると考えられる。 
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